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○「総合支所は地域の代弁者であるべき」という
　考え方を推し進めるため、政策財務部政策課の
　地域振興室を地域政策課に改め、総合支所とと
　もに、地域住民の立場に立ち、当該地域に求めら
　れる施策の実現に向けた取り組みを推進します
○総合支所庁舎については、安全で地域の皆さん
　に親しんでもらえる施設へと順次、整備を進め
　ます

○介護老人福祉施設の入所待機者の削減に努め
　るため、介護老人福祉施設の整備や特定施設入
　居者生活介護の実施を促進します
○生活・介護支援サポーターの養成については、
　平成23年度に約350人が修了し、新年度も約
　200人の養成をめどに取り組むとともに、サポー
　ターの皆さんが活動しやすい仕組みづくりを整
　えていきます

○障がい児の放課後等デイサービスおよび児童
　発達支援のサービスの適正な支給と併せ、夏休
　み期間中の日中一時支援事業の充実に努めます

○屋内総合スポーツ施設については、用地測量な 
　どを進めます

○新斎場については、ＰＦＩ手法に基づき実施事業
　者の募集、選定を行います
○新最終処分場については、環境影響評価および
　実施設計、リサイクルセンターに係る実施設計

　などに取り組み
　ます
○ＪＲ名松線の全
　線復旧に向けて、
　調査、設計、一
　部工事を実施し
　ます

○中勢バイパスの未供用区間の整備を要望する
　ほか、国・県道を含めた体系的な道路連携軸の
　形成を図ります　　　　　　　　　　　　　
○企業誘致の
　推進につい
　ては、市長就
　任以来、5社
　の立地が決
　定。さらに、
　 あらゆる機
　 会を通じた
　積極果敢な
　誘致活動を
　展開してい
　きます

○被害が深刻化している有害鳥獣対策については、
　１月に設置した広域獣害対策連絡協議会を通じ
　た取り組みの推進とともに、イノシシの個体数
　調整を促進します
○老朽化が著しく、早急な耐震化が必要な津市中
　央公民館、津市
　社会福祉センタ
　ーについては、
　津センターパレ
　スの一部を区分
　所有する形で整
　備を進めます
○経営改革が迫られるポルタひさいについては、
　あらゆる角度から今後の対策を検討します
○中心市街地活性化に向けては、市民との意見交
　換を通じた協議の場を設定します
○20年に一度開催される市の無形文化財である

香良洲地域の「お
木曳き行事」につ
いては、平成25年
3月の開催に向け、
観光ＰＲ事業など
を通じた支援を行
います

○保育所待機児童の削減を図るため、民間保育所
　の整備を促進します
○子ども医療費助成については、7月1日から県の
　制度に先駆け、小学6年生までの子どもを対象
　とした通院費の助成を開始します
○教育環境の整備に
　ついては、小・中学
　校の耐震改修が平
　成23年度末で完了
　することから、今後、
　老朽化した施設の
　計画的な改修を検
　討します。平成24
　年度は、11億円程度の予算を確保し、まずは、
　白塚小学校および神戸小学校、一身田小学校の
　大規模改修に着手します
○美杉小学校の裏山で発生した段差については、
　引き続き、三重県に対し早期の工事着工を要望
　します

○幼保一元化については、保護者のニーズに対応
　した取り組みが行えるよう、保護者をはじめ、関
　係者の皆さんとの意見交換会をスタートさせます

○一般会計の規模は、平成23年度の実質的な予
　算規模となった平成23年6月補正後の額と比べ、
　約0.6％減である約1,002億円としました
○津市としての行政課題に的確に対応する予算、
　公約に掲げた政策課題の実現に向けた予算、将
　来にわたる健全な財政運営を踏まえた予算と
　いう視点で編成しました

【編成のポイント】
　人件費、公債費は前年度に比べ減額となる一方
　で、防災対策や4大プロジェクトの推進など必要
　な事業へ重点配分する「メリハリを付けた予算」
　とし、投資的経費については、前年度比2.3％増
　の約106億円を確保
　平成23年度末の市債の借入残高は臨時財政対
　策債を除き約539億円で、平成22年度末と比較
　して約53億円の減少
　新規の起債については、合併特例債など有利な
　起債を活用
　財政調整基金については、平成23年度末の残
　高が約149億円で、平成22年度末と同様の高
　水準を維持

○津市行財政改革大綱に位置付けられた正規職
　員2,500人体制の早期実現を効率化された津
　市役所としてのスタートと捉え、市民の意向を
　踏まえた政策実現ができるよう、限られた人的
　資源を最大限に活用していきます

○情報共有の徹底、信頼関係を基盤としたコミュ
　ニケーションの充実、服務規律の確保と法令遵
　守の徹底などに取り組みます

市民の心をつなぐ 市民のくらしを創る

地域での高齢者支援を担う生活・介護
支援サポーターの養成講座（昨年12月）

平成28年度供用開始を目指す屋内総合スポー
ツ施設（「津市屋内総合スポーツ施設設計業務
公募型プロポーザルにおける提案」から抜粋）
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昭和48年4月のお木曳き行事
（「香良洲町史」より）
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定員管理の適正化

職員の意識改革、組織風土改革


